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大阪府堺市保健医療協議会　部会審議概要
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在宅医療・ターミナルケア部会・・・６
	会議の名称
	大阪府堺市保健医療協議会　第1回　医療・病床部会

	開催日時等
	日時：平成３０年８月１日（水）午後２時～午後４時
場所：堺市役所　本館６階　健康部会議室

	議案
	１．地域医療構想の進め方について

２．堺市二次医療圏「地域医療構想」の進捗状況と課題
３．地域医療介護総合確保基金（医療分）について

４．近畿大学医学部移転に伴う医学部附属病院再編計画（素案）について

５．その他

	会議の概要
	・本部会は、従来設置していた「医療部会」及び「病床機能部会」の２つを統合し、今年度より新たに「医療・病床部会」として設置された。

・議案４「近畿大学医学部移転に伴う医学部附属病院再編計画（素案）について」を先に審議した。
議案４．「近畿大学医学部移転に伴う医学部附属病院再編計画（素案）について」

　大阪府より説明がなされ、質疑応答の後、本議案については議論継続となった。

（委員からの主な意見）

○大阪狭山市の跡地での医療機能の確保について、「医療法人等への経営移譲」と書かれているが、病床数はどうなるのか。
○大阪府が考えているのは、病院の二次医療圏越えではなく、あくまでも医学部の二次医療圏越えである。医学部は二次医療圏に縛られない。
○近畿大学医学部附属病院が堺市に移転したとしても、南河内医療圏に対して、今まで通りの機能を保つという形になると思う。あわせて、各病院間の連携をしっかりしないといけない。

○近畿大学が移転しても、患者さんの動向にもあまり影響は無いと大阪府は言っていた。地域医療構想の論議に混乱を与えるようなことはしませんということではないのか。

（大阪府からの説明）

　○近畿大学医学部移転に伴う医学部附属病院再編計画（素案）については、これから調整し内容を固めていく段階である。
○病床数については、やみくもに増やすということではなく、特例の範囲の中で、地域の医療を考えたときに何が適切かということを模索している。
○医学部と病院が離れてあることで不都合が生じる場合があることから、厚生労働省の通知（医学部併設特例）により、医学部と併設して病院を作るということでご理解をいただきたい。
議案１．「地域医療構想の進め方について」
　大阪府より説明がなされ、質疑応答があった。
（委員からの主な意見）

　○病院連絡会で、どういう形で議論するのか。他の医療圏では、グループ別で各病院がプレゼンテーション後、グループ判断という形をとっている。堺市はどういう形でする予定をしているのか。
（大阪府からの説明）
○全体的な考え方としては、グループ討議という形で、地域の状況や病院のご希望等を考えグループを設定し、その中でプラン調査の内容について、意見交換をする。グループ討議終了後、報告という形で、特に重要な部分についてはご説明いただき、認識の共有を図っていくことになる。
議案２．「堺市二次医療圏（地域医療構想）の進捗状況と課題」
　堺市健康医療推進課より説明がなされ、質疑応答があった。
（委員からの主な意見）

　○慢性期がかなり多い。回復期に移行するとか、あるいは慢性期を介護の方に移行するとかそういった取り組みが大切ではないか。
○がんが流出超過になっている。がんの患者さんが堺市から出て行っていると読める。堺市圏域としては、がんの患者さんを、堺市圏域の中で治療したい思いがあるため、民間病院もがん医療を将来担いたいと思っておられると解釈できるのではないか。
議案３．「地域医療介護総合確保基金（医療分）について」

　堺市健康医療推進課からの説明後、意見提示は次回へ継続となった。
議案５．「その他」
　特になし



	会議の名称
	大阪府堺市保健医療協議会　第2回　医療・病床部会

	開催日時等
	日時：平成３０年１０月１８日（木）午後２時～午後３時１０分
場所：堺市役所　本館６階　健康部会議室

	議案
	１．救急病院等に関する（新規・更新）について

２．地域医療介護総合確保基金（医療分）について

３．近畿大学医学部移転に伴う医学部附属病院再編計画（案）について
４．その他

	会議の概要
	議案１．「救急病院等に関する（新規・更新）について」
堺市健康医療推進課より、今年度は新規として堺咲花病院、更新として邦和病院から申請があり、いずれの病院も認定基準を満たしていることが説明され、申請内容のとおり承認された。

議案２．「地域医療介護総合確保基金（医療分）について」

　前回からの継続議案。堺市健康医療推進課より改めて説明がなされ、大阪府への意見が提示された。
（委員からの主な意見）

　○今までは、建物・設備に加え、人件費が対象となったが、転換準備経費に係る人件費の6か月は短い。人数や金額をみると少し物足りない。

○回復期を増床しようと転換し易くなるような内容とすることが必要。
議案３．「近畿大学医学部移転に伴う医学部附属病院再編計画（案）について」

　前回からの継続議案。大阪府より改めて説明がなされ、質疑応答の後、附帯意見を付け一旦承認された。
（附帯意見）

　○現近畿大学医学部附属病院の跡地における医療機能（病床数等）の検討に際しては、南河内二次医療圏のみならず、堺市二次医療圏における地域医療構想や医療計画との整合性を踏まえること。
○近畿大学医学部附属病院の再編に際しては、二次医療圏を越えた広域での救急搬送患者のデータ収集や分析を行い、病院前医療体制の検証や質と安全の保障に努めること。
（委員からの主な意見）

　○地域医療構想の整合性について、堺市医療圏と南河内医療圏を一体的に捉えてと書かれているが、地域医療構想の病床機能分化をするにあたって、２つの医療圏を合わせて考えていくという方針だと理解していいのか。

　○医療計画に関して、５疾病５事業及び在宅医療に係る医療連携区域を、患者の移動状況や地域の医療資源等の実情に応じて弾力的に設定することもある。近畿大学医学部附属病院は、南河内医療圏の患者も今まで通り受け入れるというように理解している。

　○大阪府は基準病床数よりも病床数が多い。病床数についての考えを聞かせていただきたい。

　○大学病院が来るということは大きな影響があるのも事実。その影響を考慮した議論が、病院連絡会の中で行えるのか。

（大阪府からの説明）

　○構想区域に変更を加えるということではなく、堺市と南河内の圏域間の連携とみた場合にこういうことが言えるという話である。

　○現附属病院の跡地での医療機能や病床数については、これからの議論となる。

　○再編の影響についても、病院連絡会できちんと議論いただけるよう資料を整える。
議案４．「その他」
　特になし




	会議の名称
	大阪府堺市保健医療協議会　第１回　在宅医療・ターミナルケア部会

	開催日時等
	日時：平成３０年１０月４日（木）午後２時～午後３時４５分
場所：堺市役所　本館６階　健康部会議室

	議案
	１．地域医療介護総合確保基金（医療分）について

２．医療計画（圏域版）に基づく地域包括ケアシステムの構築に向けた

在宅医療の推進について

３．その他

	会議の概要
	議案１．「地域医療介護総合確保基金（医療分）について」

堺市健康医療推進課より説明がなされ、質疑応答の後、大阪府への意見が提示された。

（委員からの主な意見）
　○地域医療介護総合確保基金事業において、医療圏ごとの特徴を活かせるような、効果的な事業内容について今後検討していただけたら有難い。

　○堺市という二次医療圏の実情に合った基金の使い方というものを、是非検討していただきたいと思う。継続性のない計画で、果して地域医療構想あるいは地域包括ケアシステムが構築されるのかという疑問が生じてくる。是非とも有効な基金活用が出来る様な体制づくりを大阪府にお願いしたい。

　○事業区分Ⅱの居宅等における医療の提供（在宅医療）の枠は全体から見ると比率が少な過ぎる。在宅医療をする診療所が増えるような事業をしていかなければならない。

（大阪府からの説明）

　○基金事業については目的等があり、それに適うかどうかという事になる。ICTに関しては、計画内容に応じて、個別に審査することになる。

　○基金事業については、標準的な事業例というものを国は一定示している。市町村の具体的な話を聞きながら、国に対して提案していくことになるので、ご意見いただきながら進めていきたい。
議案２．「医療計画（圏域版）に基づく地域包括ケアシステムの構築に向けた在宅医療の推進について」
　堺市健康医療推進課より、「医療計画（圏域版）に基づく地域包括ケアシステムの構築に向けた在宅医療の推進」について、大阪府より「大阪府の死因調査体制の整備に向けた取組み」について説明がなされ、意見が提示された。
（委員からの主な意見）

　○現場においては、入退院支援のマネジメント的な役割をしている職種の看護師が多いと思うが、多職種が集まる日程が合わない状況を考えて行っていただければ、マニュアルの作成が進み易いと思う。

　○マニュアルを作成するのであれば、薬局と歯科もこの中に入れていただきたいと思う。
　○大阪市は監察医制度という制度がある。堺市は大阪市外であるため監察医制度がなく、警察医が死因の検案をしている。堺市内においても、たくさんの検案を警察医にしていただいている。警察医の高齢化により後任が見つかり難いというようなこともあり、今後は、検案体制の再構築に期待したいと思っている。
（大阪府からの説明）

　○検案体制については、これからどう広げていけるかというところで、定期的に協議会を開催している。今回は方向性をお示しした。
議案３．「その他」
　特になし
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